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日本共産党提案

気候危機打開
エネルギー・
食料の自給率向上

経済再生
 プラン

　国民が主食の米を手にすることが難しい、重大事態です。「新米が出回
れば品薄感は解消される」という農水省の姿勢はあまりにも無責任です。
　今まで続けてきた歴代政権の減反に次ぐ減反の政策が米不足を招いてい
るのに、米の需要調整までも放棄した自民党政権は責任重大です。
　

お米が買えない

在庫がなくて
販売できない

安心して
米がつくれない

＃⽐例は⽇本共産党
日本共産党が
のびてこそ
政治を動かす力に！

2024年9⽉号外 ⽇本共産党の⾒解を紹介します
発⾏：⽇本共産党県委員会
住所：横浜市神奈川区⻄神奈川1−18−12

●毎⽇の⽇刊紙は3497円/⽉
 電⼦版も発⾏しています
●毎週1回の⽇曜版は990円/⽉

政府は国⺠の主⾷・⽶に責任をもって！

農林水産省の担当者（右端）に申し入れ書を渡す（左から）宮
本徹、本村伸子両衆院議員、井上哲士、山添拓両参院議員、田
村貴昭衆院議員　＝　8月23日

農林省に 申し⼊れ緊急

　日本共産党は食料自給率を上げ、減反政策をやめ、所得と価格保証をすべきと一貫して提
案。政府の備蓄米を直ちに提供すべきと繰り返し求めています。
　米が品薄で入手困難になっている事態をうけ、日本共産党国会議員団は農林水産省に緊急に
申し入れし、国が穀物の生産と供給に責任を持つよう、強く求めました。
　また、今後、新米も販売されますが高額な値段にならないよう、引き続き求めていきます。
　

⽇本共産党の提案


